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～新たな価値の創造と地域の持続的発展をめざして～ 

(平成２2 年 3 月までの進捗状況) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



新たな価値の創造と地域の持続的発展をめざして 

Hidakasinkin.bank 

 

  

平成 21 年度 地域密着型金融推進計画の進捗状況 
 

 平素は格別のご支援、ご愛顧を賜り誠にありがとうございます。 

 平成２１年度の「地域密着型金融推進計画」に対する進捗状況(平成２１年４月～平成２２年３月)を取りまとめ 

ましたのでご報告いたします。 

 また、平成２１年７月８日には日高地域の経済の活性化を図ることを目的に、北海道日高振興局（旧日高支庁）

と当金庫は包括連携協定を締結しました。この包括連携協定は、産業振興に向けてお互いの得意分野を活かした積

極的な連携、協力を行うもので、当金庫が日頃目指していたものとほぼ一致し、協力することで効果的に推進が図

られます。「地域にとってなくてはならない信用金庫」として北海道日高振興局と手を携え、地域社会の持続的発

展に貢献できるよう積極的に取組んでいく所存でありますので、ご支援の程お願い申し上げます。 

 

 ぜひ、当金庫の「地域密着型金融推進計画」をご覧いただき、忌憚の無いご意見等を下記までお寄せいただけれ 

ば幸いに存じます。 

 

 

 

 

 

 

日高信用金庫 経営統轄本部 経営企画課 

住 所：〒057-0013 浦河郡浦河町大通 2 丁目 31 番地２ 

電 話：0146-22-4112 Ｆax：0146-22-0994 

ＵＲＬ：http://www.shinkin.co.jp/hidaka/  
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Ⅲ．地域密着型金融推進計画の推進策 

１． ライフサイクルに応じた取引先企業の支援の一層の強化 

（1）事業再生 

項   目 取組み方針 具体的取組策（目標含む） 進捗状況 

① 企業価値が保たれているうち

の早期再生と持続可能性のあ

る事業再構築 

・外部機関、専門家との連携のもとで事業再

構 築 に 向 け 早 期 に 事 業 再 生 策 の 検 討 な ど

が行えるよう、普段から経営者とのコミュ

ニケーションを深めていく。 

・経営改善支援先から重点再生支援先を選定

し、実効性のある再生計画を策定し取組ん

でいく。 

 

・引き続き営業店は、支援先企業への定期的

な訪問などを行い企業の経営実態、問題点

を把握していく。営業店は再生支援先とそ

の問題点を共有し、本部担当課、中小企業

再 生 支 援 協 議 会 や 北 海 道 中 小 企 業 早 期 再

生 支 援 協 議 会 な ど と タ イ ア ッ プ し て 事 業

再 生 計 画 を 策 定 し 進 捗 状 況 を 管 理 し て い

く。 

・再生支援機能の補 完と して、 (社)中小企

業診断協会等に支援を要請する。 

 

（目標数値） 

・再生計画策定先数        4 先 

・再生支援によるランクアップ先数 1 先 

 

・営業店 は再 生支援 先に 対して毎 月 訪

問、窓 口対 応に おい て、 改善項 目 の

進捗状 況、 資金 繰り ・売 上等の 見 通

しについて、モニタリングを実施し、

指導・助言を行った。 

・再生に 向け た支援 とし て、北海 道 中

小 企 業 再 生 支 援 協 議 会 に 3 先 申 請

し、1 先実行済み。2 先については

手続き進行中。 

・再生支 援機 能の補 完と して、地 域 力

連携拠点事業((社)北海道中小企業診

断士会)を活用し、個別相談会を 6 件

実施した。 

【実績数値】 

・再生計画策定実施先      3 先 

・再生支援によるランクアップ先数 

             0 先 

② 再生手法の共有化 ・営業店の融資担当者、渉外担当者の再生手

法の習得・向上に努めるため、全国信用金

庫 協 会 な ど 上 部 機 関 が 開 催 す る 研 修 へ 積

極的に参加すると共に、当金庫と業務提携

している(社)中小企業診断協会のノウハウ

を活用していく。 

・事業再生支援実績の成功事例があった場合

は、取組内容を可能な限りディスクロジャ

ー誌やホームページで開示する。 

 

・北海道地区しんきん企業支援研究会等の研

修 に は 再 生 支 援 先 を 抱 え る 営 業 店 担 当 者

を 重 点 的 に 参 加 さ せ ス キ ル ア ッ プ を 図 っ

ていく。 

・北海道地区しんきん企業支援研究会の再生

事例を収集し、内部研修会開催時や臨店指

導時に営業店へ情報を提供していく。 

・(社)中小企業診断協会や北海道中小企業再

生 支 援 協 議 会 等 と 企 業 と の 仲 介 を 継 続 し

ていく。 

 

・再生支 援ノ ウハウ や財 務分析の 手 法

習得の ため に、 上部 機関 が開催 し た

「企業再生支援講座」に本部職員 1

名が参加。平成 21 年 10 月 2 日本

部審査 課主 催の 融資 勉強 会にお い て

伝達講習を実施した。 

参加者:営業店 10 名、本部 4 名。 

・平成 22 年 1 月 21 日に当金庫の取

引先を 対象 とし て財 務分 析の知 識 習

得を目的に、地域力連携拠点事業「課

題 解 決 セ ミ ナ ー (実 践 的 企 業 再 生 研

究会)」を開催した。参加者:12 名。 
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（2）創業・新事業 

項   目 取組み方針 具体的取組策（目標含む） 進捗状況 

① 創業・新事業展開を目指す企

業の支援 

・平成 21 年 3 月に実施した「創業・新事

業に関するアンケート調査」の集計・分析

をもとに、創業・新事業に関する情報の提

供 や 金 融 支 援 な ど き め 細 か な 対 応 を し て

いく。 

 

・地域ニーズにあった創業・新事業向け融資

商品等の開発を検討する。 

・新事業展開を目指す案件については、アン

ケート調査をもとに情報を提供し、事業計

画を十分検討のうえ、積極的に対応してい

く。 

・「相談窓口」の運用方法を見直し、改めて

顧客への周知を図ると共に、土･日曜日に

おけるローン相談業務の実施を検討する。 

・ 商 工業 者 を 対 象 と した 各 種 ファ ン ド を 活

用し、創業・新事業に対する助成支援を行

う。 

（目標数値） 

・創業・新事業への融資支援  10 先 

・創業・新事業に対する助成支援 

①北海道中小企業応援ファンド 3 先 

②北海道農商工連携ファンド  2 先 

・創業・ 新事 業向け の新 たな融資 商 品

の開発 まで には 至ら なか ったが 、 既

存の融 資商 品に て金 融支 援を実 施 し

た。 

【金融支援実績】 

①創 業 関 連  ： 6 先  31 百万円 

②新 事 業 関 連  ： 2 先  65 百万円 

・平成 22 年度は、融資、創業・新事

業に関 する 相談 窓口 の活 性化を 図 る

ため、 顧客 への 周知 や窓 口及び 本 部

支援体 制の 整備 を図 るこ ととし て い

る。 

・平成 22 年 2 月 9 日にひだかしんき

ん 未 来 塾 に お い て 外 部 講 師 を 招 き 、

「新事業の取組について」のセミナー

を開催した。参加者：30 名。 

・各種フ ァン ドを活 用し た創業・ 新 事

業に対 する 事業 助成 支援 は、ひ だ か

しんき ん未 来塾 や営 業店 を通し て 、

顧客へ の周 知と 情報 提供 を図っ た も

のの、 ニー ズが 無く 取扱 が出来 な か

った。 

【実績数値】 

・創業・新事業への融資支援先  6 先 

・創業・新事業に対する助成支援先 

①北海道中小企業応援ファンド 0 先 

②北海道農商工連携ファンド  0 先 

② 創業・新事業に関する積極的

な情報の発信 

・企業の創業・新事業スタートのためのノウ

ハ ウ が な い 企 業 お よ び 技 術 面 や 販 路 開 拓

な ど 企 業 自 ら が 解 決 す る こ と が 難 し い 課

題 を 抱 え る 企 業 に 対 す る 外 部 機 関 へ の 紹

介・情報の提供、金融支援などきめ細かな

対応を図る。 

・ 新 事 業 展 開 に あ た り 、 技 術 面 や 販 路 開 拓

な ど 課 題 を 抱 え る 企 業に 対 し て 、 地 域力

連 携 拠 点 事 業 の 活 用 や、 金 融 機 関 食 品産

業 高 付 加 価 値 化 推 進 プラ ザ へ の 参 画 によ

り問題解決を図るための支援を行う。 

 

・平成 21 年 8 月 27 日に北海道食品

加工研 究セ ンタ ー及 び北 海道日 高 支

庁と連携し、「地域資源を活用した食

品開発 、加 工品 開発 セミ ナー」 を 開

催した。参加者：74 名。 
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 ・「北海道地区産業クラスターサポート」会

議などに積極的に出席し、企業支援に関す

る情報収集を図る。 

・全国信用金庫協会が制定した「ビジネス・

マッチング」の活用を図るため渉外担当者

を中心に取引先企業にＰＲする。ひだかし

ん き ん 未 来 塾 の 会 員 へ も こ の 制 度 を PR

し、各地区において会員登録を目指してい

く。 

 

・平成 22 年 2 月 9 日に北海道日高支

庁と連 携し 、若 手経 営者 や後継 者 を

対象に 、地 域コ ーデ ィネ ーター に よ

る日高 管内 にお ける 新事 業の取 組 事

例や事 業計 画の 作成 ポイ ント等 を テ

ーマにした講演会を開催した。 

 参加者：30 名。 

・平成 22 年 3 月 23 日に北海道日高

支庁と 連携 し、 昆布 加工 業者を 対 象

に「日 高昆 布を 活用 した 地域産 業 振

興に係るセミナー」を開催した。 

 参加者：13 名。 

 

（3）経営改善支援 

項   目 取組み方針 具体的取組策（目標含む） 進捗状況 

① 健全債権化などに向けた取組

みの強化 

・本部担当課と営業店は経営改善支援先企業

に対し、定期的な訪問によるモニタリング

を実施し、経営悪化の兆候の把握に努め、

早 期 に 経 営 改 善 策 の 検 討 な ど が 行 え る よ

う、普段から経営者とのコミュニケーショ

ン深めていく。 

 

・中小企業早期再生支援事業などの支援ノウ

ハウは、経営者の意識改革を促すなど利用

価 値 が 高 い こ と か ら 営 業 店 担 当 者 に 積 極

的に活用するよう指導していく。 

・営業店は毎月、経営改善支援先企業を訪問

し、経営者とのコミュニケーションを図り

情報収集や情報提供などを行う。 

・経営改善支援取組み先数、ランクアップ先

数 お よ び ラ ン ク ア ッ プ 先 の 特 徴 的 な 事 例

を 可 能 な 限 り ホ ー ム ペ ー ジ や デ ィ ス ク ロ

ジャー誌にて公表する。 

（目標数値） 

・経営改善支援取組み先数     16 先 

・ランクアップ先数 

 ①経営改善によるランクアップ   2 先 

 ②実現可能性の高い抜本的な経営再建 

  計画によるランクアップ     5 先 

 

 

 

・北海道 中小 企業早 期再 生支援協 議 会

への支援要請 1 先実施(支援内容に

より北海道中小企業再生支援協議会

へ移行)。 

・営業店 では 毎月、 経営 改善支援 先 企

業へ訪問し、改善項目のモニタリン

グの他、経営者・役員と情報交換、

助言、指導などコミュニケーション

を図っている。 

 

【実績数値】 

・経営改善支援取組み実施先数 21 先 

・経営改善によるランクアップ先数 

2 先 

・実現可 能性 の高い 抜本 的な経営 再 建

計画によるランクアップ先数  0 先 
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② 中小企業に対するコンサルテ

ィング機能及び情報提供機能

の一層の強化 

 

 

 

 

・北海道中小企業再生支援協議会、(社 )中小

企 業 診 断 協 会 の 経 営 改 善 事 例 情 報 等 を 活

用して融資担当者・渉外担当者のコンサル

ティング能力強化を図り、経営ニーズにあ

っ た 情 報 が 発 信 で き る 体 制 を 整 備 し て い

く。 

 

・北海道中小企業再生支援協議会、(社)中小

企 業 診 断 協 会 の 経 営 改 善 策 の 事 例 な ど の

情報を収集し、営業店へ情報を還元してい

く。 

・ 営 業店 へ 北 海 道 中 小企 業 再 生支 援 協 議 会

や (社 )中 小 企 業 診 断 協 会 な ど の 活 用 方 法

を周知させ、コンサルティング能力を高め

ていく。 

・第 2 期｢ひだかしんきん未来塾｣を活用し

経営相談機能を充実させていく。 

 

 

 

 

・平成 21 年 12 月 4 日に信金中央金

庫によ る、 経営 改善 支援 業務に 必 要

な知識 習得 を目 的と した 研修会 を 開

催した。 

参加者：営業店 14 名、本部 2 名。 

・ひだか しん きん未 来塾 を通じて 企 業

の個別経営相談会を 3 先実施した。 

（4）事業承継 

項   目 取組み方針 具体的取組策（目標含む） 進捗状況 

① 事業承継に向けた取組み ・経営者が高齢でかつ後継者が不在であるた

め、廃業を選択する事業者が目立ってきて

いる状況を踏まえ、商工会や地元役場など

と連携を密にしたネットワークを構築し、

譲 り 受 け 企 業 や 資 産 購 入 者 な ど の 発 掘 に

努める。 

 

・平成 21 年 3 月に実施した「事業承継に

関 す る ア ン ケ ー ト 調 査 」 の 集 計 ・ 分 析 を

も と に 、 Ｍ ＆ Ａ や 資 産 処 分 な ど も 含 め た

支援策を検討する。 

・取引先の事業承継に係る情報は、平成 14

年 8 月に策定した「情報提供（取扱要領）」

に よ り 、 金 庫 内 の 情 報 の 一 元 管 理 化 を 図

る。 

・取引先以外の事業承継に係る情報は「地域

交流会」などで問題提起し、情報ネットワ

ークの構築を引き続き行っていく。 

・外部機関からのＭ＆Ａ情報については、引

き続き営業店へ開示していく。 

 

 

 

 

 

・商工会 や地 元役場 等が 参加する 「 地

域交流 会」 は開 催さ れて いるが 、 地

域にお ける Ｍ＆ Ａ等 のニ ーズも 少 な

く、事 業承 継に 係る 具体 的な問 題 提

起までには至っていない。 

・外部機 関か らのＭ ＆Ａ 情報につ い て

は、毎月営業店へ開示している。 
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２．事業価値に着目した融資手法をはじめ中小企業に適した資金供給手法の徹底 

項   目 取組み方針 具体的取組策（目標含む） 進捗状況 

① 目利き能力の向上 ・職員に対しては課題解決型能力が求められ

ており、企業支援スタッフの「目利き能力」

の向上やお客さまのライフスタイルに応じ

た総合的な金融相談に応えられる職員の育

成を行っていく。 

 

・本部審査課による「目利き能力」向上の研

修を今後も継続して開催していく。 

・上部機関などが実施する研修会には渉外、

融資担当者を参加させる。また、参加者が

講師となり伝達講習会を開催する。 

・本部審査課による研修会を 2 回実施

した。 その 中で 上部 機関 にて受 講 し

た 研 修 内 容 の 伝 達 講 習 を 行 っ た (14

名参加)。 

・上部機 関が 開催し た研 修会に参 加 し

た。 

 「貸出審査能力養成講座」   2 名 

 「融 資 推 進 講 座」   2 名 

 「企業再生支援講座」   1 名 

 「目利き力養成講座」   2 名 

② 不動産担保・第三者保証に過

度に依存しない融資の推進 

 

・営業店に対し、事業価値・キャッシュフロ

ー を 重 視 し た 融 資 に 努 め る よ う 引 き 続 き

指導していく。 

 

・引き続き担保・第三者保証不要の融資商品

および流動資産担保融資(ＡＢＬ)を積極的

に推進していく。 

・担保・ 第三 者保証 不要 の融資の 取 扱

実績。 

①コレ、つかって : 33 件・104 百万円 

②ふれ愛融資 : 87 件・348 百万円 

③サポート融資 : 39 件・208 百万円 

④VIP ローン :  3 件・  46 百万円 

・ 流 動 資 産 担 保 融 資 (ABL)の 取 扱 実 績

はありません。 

３．地域の情報集積を活用した持続可能な地域経済への貢献 

項   目 取組み方針 具体的取組策（目標含む） 進捗状況 

① 地域交流会の再構築と活性化 ・地域・中小企業の再生、持続的な発展のた

めには、「点」の事業再生に加え、官民連

携による「面」としての対策を講じていく

必要があり、中小企業、地域住民、地元自

治体、商工会などが連携し、地域の特性、

地 域 の 持 ち 味 を 最 大 限 活 か し て い く 施 策

に貢献できる体制整備を図っていく。 

 

・各地の「地域交流会」を活性化するため、

他 地 域 の 活 動 事 例 等 の 情 報 提 供 を 行 う な

ど、当金庫が主体的に係わる。 

・ 各 団 体 の 代 表者 等 を 地 域 交 流 会 メ ン バー

と し て 加 え る な ど 本 会 の 拡 充 を 図 っ て い

く。 

 

・平成 21 年度は、浦河地区のみで定例

会が開催され、町内動向等について意

見交換が行われた。(開催回数 6 回)。 

・新ひだか町では、「地域交流会」を発

展させ「日高経済懇話会」を設立し、

当 金 庫 も 会 員 と し て 参 加 し た (参 加

回数 2 回)。この中では、建設業者に

よる異 業種 参入 や日 高地 方の基 幹 産

業であ る軽 種馬 の現 状等 をテー マ と

した意見交換会が行われた。 
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②  環境問題への取組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 企 業 の 社 会 的 責 任 (Ｃ Ｓ Ｒ )の ひ と つ と し

て、環境問題への取組みがより重要視され

ており、信用金庫業界においても電力使用

量の削減目標を掲げ、業界全体として取組

みをスタートさせている。 

・環境問題に積極的に取組むため平成 19 年

１２月から「チーム・マイナス 6％」に参

加しており、引き続き環境面に配慮した業

務展開を行っていく。 

 

 

 

 

 

 

・平成 19 年度より作成している「空気清

浄型 カレ ンダ ー 」は 、好 評を 得て いる こ

と か ら 、 ３ 年 シ リ ー ズ 最 終 年 と な る

2010 年版も製作する。 

・「チーム・マイナス６％」の参加により温

室 効 果 ガ ス ６ ％ 削 減 の 目 標 達 成 活 動 を 継

続して行っていく。 

①電力、コピー用紙、ガソリン等の使用 

 量管理、削減 

②環境配慮型粗品の導入 

③クールビズ・ウォームビズの導入検討 

・「電力使用量」６％削減に向け、積極的な

対応を図っていく。 

・平成 21 年度は資源の効率的利用の観点か

ら、本部発信文書等を金庫内メールにて運

用し、ペーパレス化を推進していく。 

・シリーズ版最終年の 2010 年カレン

ダーにも「空気清浄型カレンダー」を

採用し配布した。今後のカレンダーに

ついても、環境に配慮する事を基本と

して検討していく。 

【温室効果ガス６％削減活動】 

①電力、コピー用紙、ガソリン等の使

用については、各営業店にて管理を

実施し、若干ではあるが削減効果が

あらわれている。 

②贈答品については、業者からの提案

エコ製品を優先的に採用した。平成

22 年度も引き続きエコ製品の割合

を高めていく。 

③クールビズ・ウォームビズについて

は、導入を検討したものの実施する

までには至らなかった。 

・電気使用量は対前年比 5.5％の削減

が達成された。平成 22 年度も引き

続き積極的な対応を図っていく。 

・平成 21 年度中に本部発信文書等の

ペーパ レス 化を 予定 して いたが 、 運

用面で の調 整に 時間 を要 したた め 、

平成 22 年度第 1 四半期中の導入を

予定している。 

③ 金融教育による地域社会づく

り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・次代を担う世代に対して、金融教育を行っ

ていくことは、新たな多重債務者の発生を

未然に防ぐなど、当金庫の事業基盤の持続

可能性を高めていく。 

・また、一般的に金融犯罪の標的になりやす

い高齢者に対しても、金融教育を行ってい

くことが重要となっており、金融犯罪に係

る 金 融 知 識 の 普 及 に 積 極 的 に 取 組 ん で い

く。 

・管内の教育機関からのインターンシップ要

請 に 対 し て も 積 極 的 に 対 応 す る と 共 に 、

小・中・高校へ金融経済教育に関する授業

等の引受を PR する。 

・高齢者の金融教育は、しんきん友の会総会

実施時などの機会を利用して、「振り込め

詐欺」などの金融犯罪被害にあわないよう

注意を促していく。 

 

・地元教 育機 関から のイ ンターン シ ッ

プ要請(１先)に対応した。その中で、

金融知 識を 深め ても らう ため、 多 重

債務者 問題 等金 融マ ナー につい て 講

習を行 った 。ま た、 大学 生によ る 企

業訪問(１先)にも対応した。 

・小・中 ・高 校への 金融 経済教育 は 平

成 22 年度での実施を予定している。 

・高齢者 向け 金融教 育は 、しんき ん 友

の会総 会や 親睦 旅行 等多 くの方 々 が

集まる場において、「振り込め詐欺」

等の金 融犯 罪被 害に あわ ないよ う 注

意を促した。 
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